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概要：今日の知識社会では、主体的に物事を捉え、自ら解決しようとする態度の育成が求められ

ている。しかし、わが国の大学では、教師から学習者へ一方向に知識を伝達する授業展開が一般的

である。そこで本研究では、学習者の自主的発言を促進することを目的として、教師と学習者、ま

たは学習者同士が、双方向に知識を共有する授業展開を試みた。 
 対象とする科目は静岡産業大学情報学部で展開されている「情報リテラシ」とした。本科目は、平

成22年度まで選択科目であったが、平成23年度より、１年生を対象とした必修科目として位置づけ
られた。そこで従来と異なる新しい視点での授業内容の改訂を試みた。改訂にあたっては、コンピ

ュータの操作方法を身につけさせるだけでなく、コンピュータを活用した問題解決する方法を自ら

考えさせることに重点を置いた。特に、情報活動で重要な情報発信に着目し、学習者の自主的発言

の促進を試みた。 
 
1 はじめに 
高度化した知識社会で扱う知識量は、日々増加

し複雑化している。このような社会で、情報の価

値や自己の情報発信が他人に与える影響を考える

能力、課題や目的に応じて情報手段を適切に活用

する能力、情報化の進展に主体的に対応できる能

力を育成することが求められている[1]。したが
って、個人の情報活動（問題の発見、情報の収集、

論理的な分析や考察、情報の創造、討論、意見決

定、報告書の作成、発表）を主体的に行う術を学

ばせる情報リテラシ教育が重要であると考える。 

 一方、その教育・学習の方法として、教師が学

習者に知識を伝達するという従来からの教育方法

の限界や問題点が指摘され、「教え込む教育」か

ら「学習者が自律的かつ主体的に学習する」学習

展開が注目されている[2]。著者らは、情報リテ
ラシ教育を社会のニーズに合わせて変革すべきと

考え、科目「情報リテラシ」を題材に、新たな情

報リテラシ教育のあり方について研究を進めるこ

ととした。本研究では、学習者が自律的かつ主体

的に情報活動をするために、学習者自身の考えの

表出を促すような問いかけや、学習者間で各自の

考えを比較することによる気づきの誘発を取り入

れた授業を展開し、グループで授業を行うという

学習環境を検討した。 

2  研究の背景とする学習理論 
これまでの情報リテラシ授業は、教師から学習

者へ一方向的に、「知識」（教科書に書かれた内容）

の伝達を効率的に行うことに重点が置かれ、学習

資料に沿った講義形式で授業が展開されていた。

この教育方法は、「客観主義」と言われる学習理

論[3][4]に基づいている。 
一方で、教師と学習者の双方向的な授業を展開

し、学習者が主体的に意欲を持って学習活動に関

わっていくことに重点を置いた教育方法がある。

ここでの「知識」は学習者が物や人との関わり合

いを通して思考し、他人とコミュニケートするこ

とを通して学習者自らが構成するものであると考

えられている。この教育方法は、「構成主義」と

称される学習理論[3][4]に基づいている。著者ら
は、構成主義が情報リテラシ教育に有効であると

考え、この理論を基に、教師の授業の運営方法を

変え、授業をデザインしようと考えた。そこで、

研究の背景となる学習理論を構成主義と決定し、

調査を行った。 
 

3 構成主義 
構成主義に関する研究は、ピアジェやヴィゴツ

キをはじめとして、様々な研究者が提唱してきた。

これまで実践してきた情報リテラシ授業が、教師
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から学習者に一方向的に知識を伝達する客観主義

であるのに対して、構成主義は対極に位置するも

のである。ここで、構成主義における「知識と学

習観」、「学習モデル」、「学習形態」の 3 点に
ついて調査した。 

 
3.1 知識と学習観 
構成主義では、「知識」の意味は教科書に書い

てあることではなく、学習者が物や人との関わり

合いを通して思考し、他者とのコミュニケートに

より構成されるものであると捉えられている。そ

して、「学習」とは、学習者が自律的かつ主体的

に学習活動に参加し、学習過程を自分自身で点検

しながら、知識を構成していく過程であるとされ

ている。さらに、外からの情報は、学習者それぞ

れが既に持っている知識と関係づけて理解される。

そのため、同じ情報を獲得しても、学習者によっ

て理解が異なることが起こりえるとされている。 
 

3.2 学習モデル 
構 成 主 義 に 基 づ く 学 習 モ デ ル に は 、

WIG(without the information given)モデルと
BIG(beyond the information given)モデルがある 
[5]。WIG モデルとは、概念の再発見こそが理解
であると考えられており、直接的な教授を受けな

い学習方法である。それに対して、BIGモデルは、
まず基本となる知識を教師が与えた後、学習者が

自身にとって意味のある様々な状況の中で与えら

れた知識を使う学習モデルである。すなわち、こ

の 2 段階のプロセスを通して、学習者自らが知識
を構成していくのが構成主義の学習方法である。

ところで、前者は、学習者を科学者と捉えており、

ピアジェ流の構成主義と呼ばれることが多い。こ

れに対して、後者は社会的相互作用を重視したヴ

ィゴツキ流の構成主義と呼ばれている[6]。 
さて、科目「情報リテラシ」の学習者は、大学

1 年生であるため、情報リテラシの基本的な知識
や技能を習得していない。そのため、学習者自身

が、学ぶべき知識にどう関わっていくのかを考慮

しながら、情報リテラシの基本的知識やパソコン

の基本操作法を学ばせる必要があると考えた。そ

のため、本研究においては、ヴィゴツキ流の構成

主義を研究の背景とした。 
 
3.3 学習環境 
著者らは、学習者が、周囲の人と関わりあいな

がら、互いに教え合い、学び合う環境が重要であ

ると考えている。ここで、ヴィゴツキが他者との

相互作用を重視しながら提唱した「発達の最近接

領域」について述べる。 
ヴィゴツキは、学習者が成長していく過程で、

周囲の仲間が果たす役割の重要性について言及し

た。学習者が周囲の仲間の支援がなくても一人で

問題解決できるレベルと、その問題解決の過程に

教師や仲間の援助が介在したときに達成される発

達レベルとの間に存在する領域を「発達の最近接

領域」と呼び、学習者の発達の可能性を示唆して

いる[7]。つまり、学習者個人の学習活動では、
限界が存在するが、周囲の人の影響によって限界

を超える可能性が生まれるのである。 
またヴィゴツキは、参加を通しての技能と知識

の変化、周囲の外部環境と学習者との関係の変化、

学習者自身の自己理解の変化が見られることを明

らかにした。この理論の視点から、本研究では、

学習者が互いに協力し合い、「学びの共同体」を

形成していく過程を重視した。 
 

4 先行研究 
ヴィゴツキ流の構成主義に基づいた教育実践の

先行研究として、次の 2 点があげられる。美馬の
ゆり[8]は、公立はこだて未来大学で、ネットワ
ークの教育的利用における学習観の変化を明らか

にし、構成主義をもとにした実践研究から、ネッ

トワークの利用について考察している。また、中

村哲[9]は、教育におけるインターネット活用の
意義を、構成主義的アプローチの学習理論に基づ

き考察し、社会科教育におけるインターネット活

用実践をし、モデル教材を示している。 
両者ともに、ネットワークを利用した学習シス

テムやモデル教材により、どのくらい構成主義の
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授業を展開できるかということに焦点を当ててい

る。本研究では以上の先行研究を学びつつ、学習

環境や学習システムを提供するだけではなく、学

習者を主体としたシラバスや学習ノートを設計し、

学習共同体の中でのグループ学習環境を構築した

いと考えた。 
 

5「情報リテラシ」の理念 
「情報リテラシ」とは、個人の情報活動に関す

る常識を学ぶものとして定義づけられる。そして、

この活動を学習者が主体的に学ぶことが重要であ

るとし、科目の理念としている。この理念に基づ

き、学習者には、問題解決能力（自ら問題を設定

し、考え、解決する力）を育成させることが求め

られている[10]。そこで本研究では、学習者が自
律的かつ主体的に（すなわち、自らの学びの目的、

過程、評価を管理しつつ）情報活動へ参加する過

程として、図 1 に示すような問題解決型学習のプ
ロセスを設計した。このプロセスに沿い、初回の

授業で問題設定し、最終回の授業で問題解決（情

報を発信する）するという流れになっている。「教

師の授業の運営方法」と「学習者の授業に向かう

態度」を変革させるために次の 2 点を目標とす
る。 
 
1) 学習者が教師の発問に対して積極的に発言を
し、授業へ能動的に参加する態度にすること。 
2) 学習者に、「情報リテラシ」の授業はパソコ
ンの使い方を学ぶだけではなく、日常の情報活動

について問題解決型の方法で学ぶ授業であると認

識させ、授業へ向かわせること。 
 
  
 
 
 
 
 

図 1 問題解決型学習のプロセス 
 

6 授業設計 
本研究では、情報リテラシ能力を育成されるた

めには問題解決の手順に沿った情報活動が有効で

あると考え、これに基づいて授業を設計した。 
 

6.1 シラバスの基本形 
半期（1 セメスタ）のシラバスを設計するため
に、シラバスの基本形を確立した。学習者は大学

1 年生であり、「情報リテラシ」の基礎知識やコ
ンピュータの基礎的操作方法を習得していないの

で、これを各回の初めに学ばせるようにした(基
礎知識の獲得)。一般的な情報リテラシのシラバ
スでは、「基礎知識の獲得」で止めているが、本

研究の「情報リテラシ」はパソコンを一つのツー

ルとして、情報活動をすることに重点を置いてい

る。そのため、「基礎知識の獲得」後、この知識

を活用して調査報告会の準備をする「知識の構成」

を組み込んだ。 
 
6.2 学習の進め方の骨組み 

2 段シラバスの基本形を踏まえて、「学習の進
め方」の骨組みを図 2 のように設計した。「基礎
知識の獲得」および「知識の構成」の各段階に適

宜「考える」、「考えの共有（発言・ディスカッ

ション）」、「授業の反省」、「課題」の過程を取

り入れた。これによって、学習者の授業に向かう

態度は、知識を注入される受動的態度から、自ら

学ぶ能動的態度へと転換すると考えた。 
以下に、学習の進め方の骨組みに沿って、学習

基礎知識の獲得 知識の構成 
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図 2 学習の進め方の骨組み 
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者にどのように思考内省させるかについて、第 5
回「情報の収集」（インターネットの特徴と使い

方・インターネットからの情報収集）の授業を引

用しながら示す。ここでは、図 2の①から⑦の項
目について述べる。 

 
6.2.1基礎知識の獲得 
問題について考え、解決するための基礎知識を

獲得する。 
 
①考える 
「基礎知識の獲得」での「考える」とは、その

回の授業で学ぶテーマから問題を設定し、それに

ついて思案することである。 

 「インターネットの特徴と使い方」をテーマと

した回では、「インターネットからの情報収集で

は、どんな良いところがあるのだろう」、「イン

ターネットからの情報収集で気をつけなければな

らないことはなんだろう」といった問題を設定し、

それをどのように解決していくかを考えさせた。 
 

②考えの共有（発言・ディスカッション） 
考えの共有（発言・ディスカッション）とは、

学習者間で各自の考えを比較することによる気づ

きの誘発を促進することである。考えを共有する

ことで、自分と違った考えや前提をもつまわりの

人に対して、自分の意見を発言し、説明を試みる

うちに、自分自身でも曖昧であった問題への理解

が次第に深まると考えられる。 
第 5 回授業での学習者は、「インターネットか

らの情報収集の特徴は何だろう」という問題につ

いての理解を深めるようになった。 
 
③基礎知識の獲得 

「基礎知識の獲得」とは情報リテラシの基礎知

識を獲得することを示す。第 5 回授業での学習者
は、「インターネットで、リアルタイムで情報を

入手できる」という知識や、「インターネットか

らの情報収集の方法（パソコン操作法）」の知識等

を獲得する。 
 

6.2.2知識の構成 
ここでは、様々な解決の道筋を考え思考内省し、

知識を構成する。 
 

④考える 

知識構成での「考える」とは、ここまでの学習

で獲得した知識を調査報告会の準備のために、ど

のように利用できるか考えることである。 
 

⑤調査報告会の準備 

獲得した基礎知識を使い、パソコンを一つのツ

ールとして情報活動し、調査報告会の準備をす

る。 
第 5 回授業では、インターネット利用を一つの

手段として情報収集（ここでは、調査報告会の準

備）をする。 
 

⑥授業の反省 

授業の反省では、学習の進め方を振り返り、反

省する。 
 
⑦課題 

以上を踏まえて、調査報告会の実施を念頭に課

題を設定した。第 5回の授業では、「グループご
と 20 件の有用な情報をインターネットから収集
すること」を課題とした。 

 
6.3 シラバス 
テスト期間を除く、半期（1セメスタ）15回の

授業展開を想定し、シラバスを設計した。 
半期を通して、調査報告会（例：「東北大震災

の現状と課題について」・「成人病を防ぐための

理想的な食生活について」等）のテーマに対して

情報を収集・分析・加工し、最終的に調査報告会

にて発表することを目標としている。以上を踏ま

えて、情報リテラシ能力を習得させるようにシラ

バスを設計した。 
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6.4 学習ノート 
学習ノートには、教師の発問に対して考えたこ

とや、他者と意見交換をして気づいたこと、授業

の反省、次回の授業の目標を学習者が記述する。

これによって、学習者自身の学習プロセスについ

て内省する機会を提供し、学習者が主体的に意欲

を持って学習活動に関わっていくことが期待でき

る。 
学習ノートは、図 2 で示した学習の進め方の骨
組みのうち、「①考える」、「②考えの共有（発

言・ディスカッション）」、「⑥授業の反省」にお

いて学習者が利用することを想定して設計した。

「①考える」の段階では、学習者は学習ノートの

発問に対して考え、自分の考えを記述する。この

発問は、教師が授業中に発問した内容を示してい

る。学ぶべき知識が学習者にどう関わっているの

かを考慮し、日常生活に即した内容を提示した。

そして、その記述をもとに「②考えの共有（発言・

ディスカッション）」をする。 
また、「⑥授業の反省」の段階では、学習者は

学習ノートの「授業の感想」に、その回で学んだ

内容や方法を振り返り、反省した内容を記述する。

これは学習者自身が学習プロセスについて内省す

る機会になると考えた。 
 

7 おわりに 
本研究では、学習者の自主的発言を促進するた

めの情報リテラシ授業の設計を目的として、シラ

バスと学習の進め方の骨組み、学習ノートを設計

した。 
伝統的な一方向的授業と対極の双方向的授業は、

学習者に戸惑いや抵抗感を感じさせてしまうこと

を想定し、授業の実践と再設計を試みたい。また、

授業内に収集したデータは、学習者が学習ノート

へ記入した授業の反省・自ら考えた内容・学習者

の自己評価・学習者の発言記録がある。これらの

記述データを分析し、自主的発言の促進効果と学

習効果を検討し、質の高い情報リテラシ授業の展

開について追究していきたいと考えている。 
 

参考文献  

[1] 岡本敏雄、西野和典、香山瑞恵「情報科教育
法」、pp.6-7、2003 
[2] 高永圭子「ディベートを題材とした情報リテ
ラシ授業の展開」、情報処理学会第 59回発表論文
pp.21-26、2002 
[3] 久保田賢一「構成主義パラダイムと学習環境
デザイン」、関西大学出版部、2001 
[4] レイブ、ウェンガ、佐伯胖「状況に埋め込ま
れた学習・正統的周辺参加」、産業図書、1991 
[5] Perkins, D. N. ， “ Technology meets 
constructivism : Do they make a marriage?”，
In T.M. Duffy & D. H. Jonassen (Eds.)，
Constructivism and the technology of 
instruction，A conversation, Hillsdale, NJ： 
Lawrence Erlbaum Associates，pp. 45-55、1992 
[6] ヴィゴツキ、土井捷三、神谷栄司「発達の最
近接領域の理論」、三学出版、2003 
[7] L．S．ヴィゴツキ、「発達の最近接領域の理
論」、(訳)土井捷三、神谷栄司、 

三学出版、2003 
[8] 美馬のゆり「情報化の進展に対応した初等中
等教育における情報教育の推進に関する調査研

究」、日本教育工学会第 18 回発表論文集、
pp.20-28、2002 
[9] 中村哲「社会科教育におけるインターネット
活用の意義と授業実践‐構成主義的アプローチに

基づく知の構築を意図して－」 、全国社会科教育
学会『社会科研究』第 52号、pp.1-10、2000 
[10] 魚田勝臣、荻原幸子、宮西洋太郎、大曽根
匡、松永賢次「ITテキスト基礎情報リテラシ」、
共立出版、2000 
[11] 余田義彦、山野井一夫、中山和彦、東原義
訓「グループウェアは学校教育に何をもたらすか」、

日本科学教育学会第 18 回年会論文集 pp.10-11、
1994 
[12] 永田奈央美、魚田勝臣、「問題解決型学習の
ための導入教育モデルの構築」、情報科学研究所

定例研究会、2005 
 

― 387 ―

大学ICT推進協議会 
2011年度年次大会 論文集



付録 1 科目「情報リテラシ」のシラバス 

 
付録 2 学習ノートの例 

 

― 388 ―

大学ICT推進協議会 
2011年度年次大会 論文集




